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◆今、なぜ情報を守る規格が必要か 
（１）企業の情報を守ることが急務 

 近年の企業活動の中で、最も注目されている

のが企業の『情報資産』を守ることです。情報

資産とは、企業で収集された情報やその情報を

処理する為の施設などを指します。 

 具体的には以下のようなものが該当します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）情報の活用 

 上記のような企業の情報資産は、お客様への

配送やサービスに活用されたり、経営戦略の策

定などに用いられたりしています。 

 また、情報処理施設などについては、企業の

業務自体をスピーディに行うことや、より良い

サービスを行う為に活用しています。 

 

（３）情報に関するセキュリティ事故 

 様々な情報を扱っている現代ですが、ひとた

びその機能がストップしてしまうと、たちまち

多大な損害を含む事故にも繋がってしまいま 

 

す。ここで言う“事故”とは、システム障害、

通信障害、不正アクセスを含む情報の漏えいな

ども指します。テレビや

新聞紙上などで話題にな

っていることをご覧にな

ったことがあると思いま

す。 

 これが社会問題となる

ケースもあり、私たち消費者側からも、企業の

『情報資産』を守る取組みは、企業を選ぶ場合

の重要な要素となっています。 

 

◆情報セキュリティマネジメント 

システムの経緯 
（１）ＩＳＭＳとは 

 情報セキュリティの仕組みのことを、よく

「ＩＳＭＳ」と表現しています。 

Information（ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ）：情報を 

Security（ｾｷｭﾘﾃｨ）：安全に 

Management（ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）：管理する 

System（ｼｽﾃﾑ）：仕組み 

 簡単に言えば、情報セキュリティとは情報を

安全な状態にしておくことです。 

 

（２）「ＩＳＯ/ＩＥＣ２７００１」 

 今回の「２７００１」の規格は、「ＩＳＯ/Ｉ

ＥＣ」となっています。 

 これはＩＥＣ（国際電気標準会議）とＩＳＯ

（国際標準化機構）との共通専門委員会で発行

された国際規格のことです。 

 ＩＥＣでは、「電気・電子工学」に関する分

野の標準化を行い、ＩＳＯではそれ以外の分野

を扱うこととなっていますが、今回のように共

通で発行される規格も少なくはありません。 

 ※以下、「ＩＳＯ２７００１」とします。 
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ニュース 

１．「ＩＳＯ２７００１」の概要

その１ 

２．セミナーのご案内 

＜情報資産の例＞ 
●情報（データそのもの） 
・顧客情報 ・取引情報 
・財務情報 ・人事情報 など 
●情報処理施設など 
・業務用ソフトウェア 
・ハードウェア 
・ネットワーク など 
●その他文書、伝票なども含まれる 

当社ロゴマークの紹介 

この度、弊社のロゴマークが出来

上がりました。人との繋がりを大

切に、これからも企業様のお役に

立てる支援を目指して参ります。 
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（３）前身は「ＢＳ７７９９」の英国規格 

 ＩＳＯ２７００１の前身は、英国で発行され

ている「ＢＳ７７９９－２（パート２）」をベ

ースに作成されました。 

 これは、組織が情報セキュリティを確保する

為の規範を取りまとめた規格で、１９９５年に

パート１が、１９９８年にパート２が発行され

ています。その後改訂が進み、２００５年６月

に現在のＩＳＯ２７００１が発行されました。 

日本では、２００６年５月にＪＩＳＱ２７００

１として発行されています。 

 

◆ＩＳＯ２７００１の全体像 
（１）ＰＤＣＡのマネジメントサイクル 

 ＩＳＯ２７００１も、他のＩＳＯマネジメン

トシステム同様「Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａ」のサイクル

で運用します。 

 ＩＳＯ２７００１では、「Ｐｌａｎ：計画」、

「Ｄｏ：実行」、「Ｃｈｅｃｋ：点検」、「Ａｃ

ｔ：処置」のモデルを採用し、これを各プロセ

ス全ての構築に適用することとしました。 

 

 
 

（２）規格の構成 

 ＩＳＯ２７００１の規格は、以下のような構

成になっています。 

 

①ＩＳＯ/ＩＥＣ２７００１：２００５ 

（ＪＩＳＱ２７００１：２００５） 

情報セキュリティマネジメントシステム－要

求事項 

 

②ＩＳＯ/ＩＥＣ１７７９９：２００５ 

（ＪＩＳＱ２７００２：２００６） 

情報セキュリティマネジメントの実践のため

の規範 

 

①はマネジメントシステムに関する要求事

項が記述されており、②はそのマネジメントシ

ステムの中で管理される項目ごとに、管理策の

基準が示されています。 

 ②の管理策は全部で１３３項目あり、その中

で自組織に適用するものを決めて運用してい

く事となります。 

 

（３）規格の内容 

ＩＳＯ２７００１の規格内容は以下の通りで

す。 

4.情報セキュリティマネジメントシステム 

4.1 一般要求事項 

4.2 ＩＳＭＳの確立及び運営管理 

4.3 文書化に関する要求事項 

5.経営陣の責任 

5.1 経営陣のコミットメント 

5.2 経営資源の運用管理 

6.ＩＳＭＳの内部監査 

7.ＩＳＭＳのマネジメントレビュー 

7.1 一般 

7.2 レビューへのインプット 

7.3 レビューからのアウトプット 

8.ＩＳＭＳの改善 

8.1 継続的改善 

8.2 是正処置 

8.3 予防処置 

 

＜次回内容＞ 

次回は、ＩＳＭＳ取得のメリットや、プライバシ

ーマークとの違いなどについて掲載します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ISMS の確立 

ISMS の実行 
＆運用

ISMS の監視 
＆レビュー

ISMS の維持 
＆改善
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継続的改善 

㈱マネジメントセンターへの、 

ご意見、ご質問をＦＡＸ又はメールで

お寄せ下さい！ 

 

ＦＡＸ：029-246-4672 

Mail：info＠isommc.com 

内部監査員養成講座開催のお知らせ 
ISO14001 11月 20日(月)、21日(火) 

 
詳細は当社までお問い合わせ下さい。 
株式会社マネジメントセンター 

セミナー受付窓口（担当：大槻） 

TEL029-246-4671 FAX029-246-4672 


